










イエスは言葉だけでな く，模範 を通 してお教 えになり

ました。イエスはご自分の神聖な使命 に忠実でした。人

人が神に近づけるように，そのみ手を差 し伸べられたの

でした。ガリラヤではハンセン病に苦 しむ人が近づいて

来て， こう嘆願 しました。「『主よ，みこころでした ら，

きよめていただけるのですが。』

イエスは手を伸ばして，彼 にさわ り， 『そうしてあげ

よう，きよくなれ』 と言われた。すると， らい病は直ち

にきよめられた。」(マ タイ8：2-3)イ エスのみ手 は

そのハ ンセン病の人の体に触れても，汚されることはあ

りませんでした。そして反対 に聖なるみ手に触れられた

その人の体が清められたのです。

主はカペナウムのペテロの家で も模範をお示 しになり

ました。ペテロのしゅうとめが熱 を出して病の床に伏 し

ていた時の ことです。聖なる記録にはこう書かれていま
おこ

す。 「イエ スは近 寄 り， その手 を とって起 され る と，熱

が引 〔い〕た。」(マ ル コ1：31)
かいどうつかさ

会掌 戸 ヤゴロの娘の場合 も同じでした。子供を持つ

人 な らその時 のヤイ白 の気持 ちを よ く理解 で きる ことで

しょう。 主 を捜 して いたヤイ ロは， 主 のみ姿 を目にす る

な り， その足元 に伏 して訴 え ました。 「わ た しの幼 い娘

が死 にかか ってい ます。 どうぞ， その子 がなお って助 か

ります ように， おいで になって，手 をおいてや って ぐだ

さい。」(マ ル コ5：23)

「イ エスが まだ話 してお られ る うち に
，会 堂 司の家 か

ら人 が きて， 『お嬢 さん はな くな られ ま した。 この上 ，

先生 を煩 わす に は及 び ませ ん』 と言 った。

しか しイエ ス はこれ を聞い て会 堂司 にむか って言 われ

た， 『恐れ るこ とはない。 ただ信 じな さい。娘 は助 か る

のだ。』」 両親が嘆 き，周 りの人々 が悲 しむ中，イ エス は

こう宣 言 なさったので す。「『泣 くな，娘 は死 んだ ので は

ない。 眠 ってい るだ けであ る。』

イエ ス は娘 の手 を取 って， 呼 びか けて言 われ た， 『娘

よ，起 きなさい。』

す るとその霊 が も どって きて， 娘 は即座 に立 ち上 が っ

た。 イエ スは何 か食べ物 を与 え るように， さしず をされ

た。」(ル カ8：49-50，52，54-55)こ の 時 も主 はみ手

を差 し伸べ て，娘の手 を取 られ ました。

主 に深 く愛 された使徒 た ちは， その模範 をよ く心 に留

め ました。主 の生涯 は， 人か ら奉 仕 され るた めで はな く，

人 々 に仕 えるた めの もので した。 また， 受 けるためで は

な く，与 える生涯 で あ り， ご自分 の命 を救 うた めで はな

く，人のためにそれ を犠牲 とする生涯で した。

自分の足元 を照 らし，人生 を導 く星 を見っけたいと願

う人 は，それを熱心 に探 し求めなければなりません。 し

か も，移 ろい行 く空や自然界の中にではなく， 自分自身

の心の奥深 くに，また主がお示しになった模範の中に求

めなければならないのです。

神殿の美しの門でペテロが経験 したことを思い起 こし

て ください。そ こにいたある男性の状況は同情 に値する

もので した。彼は生 まれた時か ら足が不 自由で，神殿 に

もうでる人々に施 しを請 うために，毎日神殿 の門の所へ

連れて来てもらっていました。ペテロ とヨハネが近づい

て来た時， この人 はふたりに施 しを求めました。 これは，

彼がふたりを，その日自分の前を通 り過ぎたおおぜいの

人々 とまった く同じように見なしていた ことを示 してい

ます。その時ペテロは厳かに，かっやさしく命 じました。

「わたしたちを見なさい。」記録には，その男性は 「何か

もらえるのだろうと期待 して，ふた りに注目し」た と書

かれています。(使 徒3：4-5)

その時ペテロが語 った感動的な言葉は，正直な心で神

を信 じる人々の心 を，時の流れを越 えて深 く揺 り動か し

てきました。「金銀はわた しには無い。 しか し，わたし

にあるものをあげよう。ナザレ人イエス ・キリス トの名

によって歩 きなさい。」私たちは ここまでで引用を終 え

てしまい，以下の言葉に注意を向けるのを忘れてしまう

ことがよ くあります。「こう言って彼の右手を取 って起

してやると……'

立ち，歩 き出した。そして……彼 らと共に宮にはいっ

て行った。」(使 徒3：6-8)

これまで何度 も，助 けの手が差 し伸べ られ，病める体
いや

が癒され，貴い価値 を持つ人々が，さらに神 に近い生活

をするようになって きました。

時は流れ，環境 も，状況 も変化 していきます。 しか し，

弱い人 を助け，なえた手 とよろめ くひざを強めよとの，

神の戒めは変わることがありません。私たちは一人一人

が，神のみ こころを疑 うのではな く，それを実践するよ

うに，また人に寄 りかかるのではな く，人の助 けとなる

ように命 じられているのです。 しか し，私たちの自己満

足 という木は，余計な枝 をた くさんつけ，春 ごとにより

多 くのつぼみを花咲かせます。私たちはほかの人のす ぐ

そばにいなが ら，互いに心を通わせることなく生活して

いる場合が よくあります。私たちの周囲には，腕 をいっ

ぱい に伸 ば して，「ギレアデに乳香 はないので しょう
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か」 と嘆 き訴 える人 々が い ます。私 た ちはそれ に こた え

な けれ ばな りませ ん。

エ ドウィ ン ・マ ーカム は次 の よ うに書 いてい ます。

「我 々 を き ょうだい の きず なで結 ぶ神 の み こ ころが あ

嘆き悲しむ父親の訴えにこたえて，イエスは死んだ少女

の手を取り，「娘よ，起きなさい」と言われた。「すると

その霊がもどってきて，娘は即座に立ち上がった。」

・，∴撫 磁 「'懸
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自分 の道 をた だひ とり行 く者 はだれ もいな い。

人 のため になす こ とは，

すべ て 自分の元 へ戻 って くる。」

(『信 条』 「宗教名詩 選」J・D・ モ リソン編 ，p.464)

使 徒 ヨハ ネは1，900年 も前 に， 「兄弟 を……愛 さない者

は， 死 の うち に とどまって い る」(1ヨ ハネ3：14)と

書 い てい ます。

罪 を犯 した人 や不幸 に見 舞わ れた人 を指 差 し， 「あの

人 が あんなふ うにな った のは，身 か ら出た さび よ」 とあ

ざけった り，「あの人 が変 わ るなんて こ とは絶対 あ り得

ない。死 ぬ まで悪人 なん だ」 と断言 した りす る人 も中 に

はい ます。 しか し表 面的 な見 方 に とらわれず，人 間の真

の価 値 を理解 す る人 もい ます。 それがで きる ようになる

と，奇跡 が起 き ます。虐 げ られた人， 失意 の人 ，無力 な

人 々 が， 「もはや異 国人 で も宿 り人 で もな く，聖徒 た ち

と同 じ国籍 の者 ……神 の家 族」 とな るの です。(エ ペ ソ

2：19)真 実 の愛 に は，人 の生活 とその本質 を変 える力

、轟 灘翻
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があります。

この美しい真理 は 「マイフェアレディー」の舞台の中

で も語 られています。花売 り娘イライザ ・ドゥーリトル

は， 自分が心 を寄せ，後には自分 を平凡な境遇から救い

上げて くれることになる人物についてこう語 りました。
「よくよくおわか りでしょうけど

， 〔着 る物 とか言葉遣

いとか〕だれが見てもはっきりわかるものを除けば，レ

ディー と花売 り娘の違いは，その子がどう振 る舞うかで

はな く， どう扱われるかではないか しら。ヒギンズ先生

の前では，私 はいつでも花売 り娘です。それは彼がいつ

も私 を花売 り娘 として扱 うからです。でも，ピカ リング

大佐の前では私はレディーでい られます。あなたが私を

いつ もレディー として扱って くださるからです。」(「マ

イフェアレディー」参照，原作一 ジョージ ・バーナー

ド・ショー 「ピグマリオン」)

イライザ ・ドゥー リトルは深遠な真理を述べています。

人 はうわべだけで判断されて，それに応じた扱い方をさ

れれば，そのままの状態にとどまってしまいます。 しか

し，その可能性と本質を理解し，それにふさわしい接し方

をされれば，そのような人間になることができるのです。

事実，救い主 ご自身が この原則を最 もよくお教えにな

りました。イエスは人々 を変 えられました。人々の習慣，

考え，望みを， また気質，性癖，気性 を変えられました。

イエスは人々の心 を変えたのです。主は人々を助け，愛
ゆる あがな

し，赦 しを与え，贋われたのです。私たちにはその模範

に従おうという気持 ちがあるでしょうか。

刑務所長を務めたケニオン ・J・ スカッダー氏は次の

ような話 をしています。

彼の友人がある時，列車の中である若者 と隣 り合わせ

ました。 その若者が失意の中にあるのは，はた目にもす

ぐわか りました。やがて彼 は自分が仮釈放の身で，遠 く

の刑務所か ら帰郷する途中だ と打ち明けて くれました。

彼が刑務所に入れられたために，家族は恥辱を被 りまし

た。家族が面会 に来てくれることはなく，手紙を くれる

こともあったにありませんで した。 しかし，彼はそれを，

貧 しくて旅費の都合がつかず，教育がないために手紙が

書 けないだけだ と思 うようにしました。 しか も，面会 も

手紙 もないという事実がありながら，家族 は自分 を赦 し

て くれているとの希望 を持っていました。

しかし，彼は家族の気持ちを考 えて，列車が町外れに

ある・家族の小 さな農場のそばを通る時刻 に，自分のため

にひとつの目印をつけておいてほしい， とい う手紙 を書

ゆる

荊務所から故郷へ戻る到車の中で，若者は家族が赦しの

旬として白いリボンをりんこの木に結びつけてくれてい

るように，と願った。

き送 りました。もし家族が自分 を赦 して くれているなら，

線路のそばに立つ大 きな りんごの木に白い リボンをひと

つ結び， もし戻ってほしくない と思っているなら，何 も

しな くてよいし，自分 は列車を降 りないで，そのまま西

に向けて旅立つ と書いたのでした。

列車が故郷の町に近づ くにつれ，不安 な気持ちが募 り，

彼 は窓の外 を見ることもできなくな りました。そして隣

り合 わせたその乗客に こう言つたのです。「もう5分 も

すれば，機関士が汽笛を鳴 らします。故郷の渓谷に入 る

長いカーブに差 しかかった合図です。すみませんが，線

路わきのりんごの木 を見てもらえませんか。」それを聞

いて，彼は若者 と席 を換わり，その りん ごの木を見 るこ

とにしました。それか らは，1分 という時間が1時 間の

ようにも思えました。やがてその時が来て，汽笛の音が

鳴 り響 きました。若者は 「木が見えますか，白い リボン

はどうですか」 と尋ねました。

返事 はこうでした。「ええ，木が見えます。白いリボ

ンはひとつどころじゃない，た くさんっいています。枝

とい う枝についているんです。よかった，確かに君 を愛

している人がいるんです よ。」

その瞬間，人生の とげとなっていた苦 しみはすべて消

え去 りました。「まるで奇跡 を見ているような気分だっ

た」 とその乗客は言いました。確かに彼が見たのは，奇

跡でした。私たちも，救い主のように手 と心 を尽 くして

隣人を助 け，愛 し，新 しい命に導 くなら，同 じような奇

跡を体験できるでしょう。□

ホーム テ ィーチ ャー への提案

1.主 は予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に次 の よ うに言わ れ
たす かいな

た。 「弱 きを扶 け，垂 れた る腕 を挙 げ，か よわ きひざ を

強 うすべ し。」(教 義 と聖約81：5)

2.真 実 の愛 には人 間の生活， 気質 を変 える力 が ある。

3.イ エ スは人々 の習 慣，考 え，望 み，気質，性 癖，

気性， 心 を変 え られ た。

4。 主 は私 た ちに， ご自分 の奉 仕 の業 に倣 うよう勧告

してお られ る。
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私 はジョシー を忘 ：れない

ブライア ン ・M・ ウェイ ト

イリピンで宣教師 として働いていた時 に，私は，

フ 「ジ ョシー」と呼 ばれ ていた マ リア ・ジ ョセ リン ・
カス ティー ヨ姉妹 に会 い ました。

ジ ョシー とい とこのネ スター に，私た ちは最初 の レッ

ス ンを教 え ました。 ジ ョシー はみた まが豊 か に注 がれ る

の を感 じて，モ ルモ ン経 を読 む と同意 して くれ ま した。

次 に訪 問 した時 に， 私 た ち を心待 ち に してい た ジ ョ

シー とネ ス ター の ほか に，5人 の 関心 を持 つ 人 々が 集

まってい ました。 その次 の訪 問 では， ジ ョシーの姉 ジュ

リー と近 所 に住 むい とこたち に も最初 の レッス ンを教 え

ま した。

それはす ば らしい集会 で した。 ジ ョシー は読書課題 を

すべ て読 み終 え， モルモ ン経 を自分 か ら読 み始 め ました。

そ して，す ぐにバ プ テスマチ ャ レンジを受 け入れ ました。

しか しバ プ テスマの 日が近 づ くにつれ， ジ ョシー が次 第

に不 安 を募 らせ て い くの を私 は感 じ ました。 理 由 はわ

か ってい ました。 ジ ョシー は片足 が な く，歩 くには松 葉

づ えが必要 だったの です。彼女 はまた，頭 にハ ンカチ を

巻 いてい ま した。私た ちが その事 情 を知 った のは，3度
がん

目の訪問の時です。ジョシーは癌で3年 前に足を切断し

ました。 ところがそれは癌の進行 を遅 らせたにすぎませ

ん。苦しい抗癌剤治療が始まり，髪の毛が抜け落 ちて し

まったので，彼女はハ ンカチを巻いていたのです。

私たちはため らいを感 じましたが，彼女を教会 に誘い

ました。ためらいを感 じた というのは，彼女の家が教会

から3キ ロも離れていたからです。教会 はその辺 りでい

ちばを高い丘のふ もとにありました。彼女は片足 しかあ

りませんし，交通機関を利用するお金 もあまりあ りませ

ん。私はまさか彼女がほんとうに教会 にやって来 るとは

思いませんでした。

日曜日にな り，集会が始 まりました。20分 後，教会の

門をくぐるジョシー といとこの姿が見 えました。1歩 ご

とに痛みで顔 を曇 らせながらジョシーはやって来ました。

私を見た途端，彼女 は笑みを浮かべ ました。私は自分の

涙に気づかれないように，そっと顔 を背けました。私 は

頭痛や疲れで自分が教会を休んだ時の ことを思い出しま

した。そして彼女が来るために払った犠牲に思いをはせ

ました。

ジョシーは決 して教会を休み ませんで した。私は彼女

がせき払いをして痛 みを隠そうとするのを見て，癌が進

行 しているのを知 りました。バプテスマの日が来 ると，

彼女はまだ準備ができていないと言いました。彼女はバ

プテスマを受けたかったのですが，みんなの見ている前

でハンカチを取 るのを恥ずか しく思ったのです。私は短
ささ

い祈 りを捧げ，彼女を励 ます ことがで きました。彼女は

着替 えとタオルを手 にし，にっこり笑い 「あ りが とう」

と言いました。

私はジョシーのバプテスマほど，強 くみた まを感 じた

ことはあ りません。彼女 も集った人々 も皆，涙 を流 しま

した。

ジョシーの信仰は，そこで止 まりませんで した。彼女

は自分の家族全員，隣に住む人々，友達 まで改宗 に導 き

ました。ついに彼女の母親 まで教会に加わったのです。

しかしジョシーの癌 は急速に進行 し，彼女は来世に赴

きました。ジョシーと親 しく交際するようになった私に

は，彼女の死 を見るのはつ らいことでした。 しかしこの

若い女性が救い主に近づ くのを助けられた ことは，私に

とって大きな祝福であった と悟 りました。

葬儀 の日にはワー ド部の人々が手伝い，ベ ンジャミン

王の語 った大 きな愛を示しました。彼 らがひつぎを墓に

降 ろす と， ジョシーの母親 は失神 して，そのまま30秒 ほ

ど意識 を失っていました。彼女 は意識 を取 り戻す と，天

を見上 げで静か に3度 こう言いました。「アラム コ

クン ナサーン ナ シヤ」 これはタガログ語で 「今，

彼女が どこにいるかわか りました」 とい う意味です。そ

して彼女は穏やかに帰って行 きました。

私はジョシーから，教会がいかに大切であるか，福音

が私たちや友人，家族の生活 にどれだけ大 きな光を与 え

て くれ るかを学びました。私はジョシーを決 して忘れな

いでしょう。□

彼女の生涯はまさに山登りでした。教会に来ることさえ，例

外ではありません。
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親 たちよ，

あきらめてはいけない

七十人

F・ メルビン ・八モンド

壽

≡i

曼

奮崔

雪
」

会でのある集会が終わった後，私はひ とりの父親

教 に呼び止められ ました。ひ とり息子が，かつて青
少年だったころは将来有望で従順 な子供だったのに，成

人 した今では友達の影響 を受けて，反抗 した り罪 を犯 し

た りするようになった というのです。

寂 しそうな顔で，その父親は子供の幼い ころの話を始

めました。その子 もかつては物静かで笑顔 を絶やさない

子供でした。 また，家族の農場で一生懸命働 く子だった

のです。しか も，いつも神権 を尊び，伝道に出たいと考

えていました。そして，その目標に向かって一生懸命，

貯金 を続けていたのです。 しかし，今ではその貯金 もみ

な，使い果たして しまいました。そしてそれと同時に，

あの りっぱな目標 も，麻薬やアル コール，不道徳な行な

いという洪水のために押 し流されてしまったのです。

信仰深い母親 と父親 は，あ らゆる手立てを講 じて，非

行に走 った息子を助 けようとしました。愛 を示 し，教え，

穏やかに諭 し，祈 り，さらに神権指導者の助けも求めま

した。 しかし， この息子は話に耳 を傾 けることも，まし

てやそれに従 うことも，かた くなに拒 み続 けました。

「自分の人生なんだか ら， したい ことをするよ。 どうせ

傷つ くのはぼ くひとりなんだから」 と，両親に向かって

荒々 しくどなる始末で した。.私たちの最初 の父祖である

アダムとイヴには，愚かな行動 を取った子供 もいました

が，息子の受け答 えを聞いていると， まるでそんな子供

を見ているような思いがしました。アダム とイヴは子供

たちに注意深 く福音 の真理 を教 え，「息子娘 らにすべて

の事 を知 らしめた」のでした。

「ここにサタン彼 らの中に来 りて言いけるは，われ も

また神の子なりと， また彼 らに命 じて言いけるは，アダ

ことば

ム とイ ヴの言 を信ず るなかれ， と。 されば，彼 らアダム
め

とイヴの言を信ずることな くサタンを神 よ りも愛でた

り。」(モ ーセ5：12-13)

疲れ果て，失意のうちに私 に助 けを求めて来たこの父

親は，木々の生い茂 る丘に登 り，ひざまずいて天父に心

を打 ち明 けたことも話 して くれました。息子が自分自身

や他人を傷つけるようなことをしているのに，なぜ息子

はそのことに気づかないのか，天父に尋ねてみた という

のです。「息子 には母親の苦悩が伝わ らないのでしょう

か。私たちの心の痛みがわか らないので しょうか。 どう

ぞ，天のお父様，私たちのかけが えのない息子があなた

を心から必要 とするとき，助 けてやって ください」 と。

「私たちに何がしてやれるでしょうか。」 この父親が私

に尋ねます。両のほおには涙が伝っています。「あの子

は遠 くへ行きすぎて， もう戻って来ないので しょうか。

あの子 にはもう望みはないのでしょうか。」

この父親の言葉を聞きなが ら，私は，反抗的な子供で

あった息子アルマに天のみ使いが語った言葉を思い出 し
しもべ なんじ

ていました。「見よ，主はすでに……神の僕である汝の

父アルマの祈 りも聞 きとどけた もうた。汝の父は汝に真

理 を知 らせ ようとして堅い信仰 をもって汝のために祈っ

た。」(モ ーサヤ27：14)私 は目の前で悲 しみに暮れる父

親 に向かい，「あなたの祈 りも確かに聞き届けられてい

ます。ですか ら，できるかぎりのことをしたら，後は愛

に満ちた天の御父のみ手にゆだねて ください」 と慰めの

言葉をかけました。そして，信仰深い人にはどんなこと

で もできるのだから，希望 を持ち続けて決 してあきらめ

てはならないと話 したのでした。 一

私たちはまた，もうひとりの父親について話 し合いま

聖徒の道/1995年2月 号
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の
た
め
の
計
画

若人の広場

ラレーン ・ミラー

教会で何かの計画会に出席 して，遅

く始 まった り，いつまでたって も終わ

らなかった り，何 も決まらなかった り

した経験 はあ りませんか。よい計画会

を開 くための方法を紹介 しましょう。

集会の計画

目的を理解しましょう。何 を計画す

るのか， またなぜ計画するのか，はっ

きり把握 してお く必要が あります。話

し合 うべき事柄が特 にない場合，予定

にあるか らというだけの理由で集会 を

開 くのはよ くあ りません。

出席者全員に，前もって知 らせてお

きましょう。少 なくとも1週 間前には

知 らせてお くべ きです。 そして集会の

前 に割 り当てをしてお きます。全員 に，

考 えをまとめて来るように指示 します。

そうすれば，集 まった ときにはすで に

最初 の段階が終わっていることにな り

ます。

委員会 の中に，計画中の活動 に参加

しない人がいる場合，その人 に出席 を

強要 しないで ください。 とはいえ，実

際 に参加 しない人で も，何かよい考 え

を出 して くれることも忘れないで くだ

さい。

集 まる場所を入念 に選んでください。

どの人 にとっても同じ くらいの距離 に

あ り， しかもテレビや電話，音楽，人

込み，小さな弟や妹 などに気を取 られ

な くて済 む場所 に して くだ さい。集

まった人たちが気分よ く過 ごせ，打ち

解 けられ る場所である と同時に，何の

ために集 まったか忘れることがないよ

う，ある程度 きちんとした場所でなけ

ればな りませ ん。

集会の実施

アジェンダ(議 事予定案)を 作 りま

しょう。話 し合 う必要のある事項 を挙

げてお き，それを出席者一人一人 に渡

します。 そしてアジェンダにそって話

し合 うのです。

時間どおりに始めてください。そう

することで，集 まって くれた人たちに

敬意 を払 うことができ，会の目的 を達

成 しようという意気込 みを皆 に伝 えら

れ ます。

祈 りで始めてください。教会関係の

集会なのですから，主の導 きを願い求

めることは欠かせ ません。

できるかぎり，輪になって座ってく

ださい。 そうすれば全員がお互いの顔

を見 ることができ，話をよく聞 くこと

.もできます。指導者 は，会の出席者の

前や真ん中に立つ よりも，彼 らと一緒

に座 った方がいいでしょう。

だれかが記録をつけるようにしてく

ださい。詳細 にわたる議事録 を書 く必

要 はあ りませんが，意見や報告， そし

て割 り当ての記録 くらいはあった方が
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ができました。堺 ワー ド蔀の兄弟姉妹

が私のた めにた くさん出席 して くだ

さって とて も感激 しました。生まれ変

わって神の王国の門に入 ることができ

たのは,ほ んとうに奇跡だ と思いまし

た。すばらしい会員のかたがた ととも

に教会 に集 えることを,う れ しく思い

ました。

テル長老は,ア メ リカへ帰還す る時

に｢河 野兄弟,あ の時 は,あ まり上手

に教えることがで きな くてごめんなさ

い｣と 言われ ました。私は,テ ル長老

が異国の地で伝道するために大変な努

力 をし,言 葉 を覚 え,2年 間私たちの

ために働いて くだ さった ことを思 うと;

思 わず胸が熱 くなって涙が出て しかた

あ りませんで した。ほん とうに感謝 し

てい ます。

｢主の召 し｣

バプテスマから数年が過 ぎ,長 老定

員会会長 として召 された時 に,当 時の

大下監督が｢毎 朝,静 かな場所で必要

なことを主に祈 りなさい｣と 言われた

ことを思い出 します。

大下監督 は,私 に とってすばらしい

模範で した。その後,私 は監督 に召さ

れ,ど のようにその責任 を果たしたら

よいか悩んだ時期がありました。それ

まで もよ く祈 りましたが,特 にその日

は長い時間,ワ ー ド部会員一人一人の

ことについて祈 りました。

その日の朝方,主 の声が聞 こえたの

河野達廣ステーキ部長ご家族

齢鱗難聾 瑚

聾 《

礁欝 。
～,ツ

墨

"

磯,

毒.

灘
憩
罫

､麟

鱒

ノ講蟹 一'鍵

を今で もよく覚 えています。静かな,

それでいて張 りと威厳 のある声でした。

｢す べての人 に対 して
,ま た信仰あ る

なんじ

家族に対して汝の腹中を慈愛にあふれ
もっ おもい

しむべし。絶えず徳を以て汝の想を飾
しか

るべ し。然 る時は,汝 の自ら信ずるこ

と神の前 に強 くな りて,神 権の教理は
ごと

天 よ り下 る露 の如 くに汝 をうるおさ

ん。｣(教 義 と聖約121:45)

私 は,そ の経験 により天父 と御子が

･実 在 されていることを再び確信 しまし

た。 また責任 を受 けて主に忠実に働 く

時に,家 族が守 られ,教 会 の責任 とと

もに仕事 にも恵 まれ,祝 福 されている

ことを感謝 しています。

またこのたびステーキ部長の責任に

召 され,す ばらしい助 け手 として佐藤

儀正,小 村明両副ステーキ部長 ととも

に働けることを感謝 しています。そ し

て,大 阪ステーキ部のそれぞれの役員,

また彼 らを励 まし助けて くださるご家

族のかたがた,そ して会員一人一人の

献身的な働 きと祈 りに心 より感謝いた

します。私たち(会 員)の 愛ある働 き

の歩みが増 し加わ り速 くな り,ひ とり

でも多 くの会員 のかたがた とともに楽

しいシオ ンの建設に携わ り,喜 びを得

たい と心 よ り願 ってい ます。ハ ワー

ド･W。 ハ ンター大管長が現在 の神様

の生ける予言者であることを証 いた し

ます。末 日聖徒 イエス･キ リス ト教会

が真実の教会であり,主 は私たちを幸

福へ と導かれることを証 いた します。

(かわの･た つひろ)

河野達廣ステーキ部長

の紹介
つ の

1949年 宮崎県生 まれ。都農町立

中学校卒。31歳 でバプテスマを受
なかはらかつ え

ける。1983年,中 原勝枝姉妹 と結

婚 し,現 在4人 の子供がいる。大

阪ステーキ部大阪ワー ド部所属。

自動車整備士。 これ まで,副 ス

テーキ部長,監 督,高 等評議員,

長老定員会会長,活 動委員長を歴

任 している。
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主の方法を
10年 間,子 供 たち

ご き そ

名古屋西ステーキ部御器所ワード部

堀田幸子

が家には4人 の子供がいます。

我 長女が 中学3年 でセミナリーを
始 めてか ら,4人 目の息子 がセ ミナ

リーを修了す るまで,10年 間かか り,

昨年の3月 にその10年 間が終わ りまし

た。セ ミナ リー と呼んでいるプログラ

ムは,中 学3年 生か ら高校3年 生 まで

の4年 間に,4つ の聖典か ら福音 の原

則 と教義 を学ぶ教会の教育 プログラム

の ことです。

最初は,日 本では｢家 庭学習セ ミナ

リー｣し かあ りませんで したか ら,長

女 は週1回 クラスに出かけて,あ とは

教材 を家で学習 していました。 しか し

｢早 朝セ ミナ リー｣が 導入 されてか ら
,

子 供たちは早朝セ ミナリーに出席す る

ようにな りました。後半6年 間は早朝

セ ミナ リーでした。

朝 は眠 くてなかなか起 きられない年

代 の子供たちが,4月 か ら11月 の間,

毎 週月曜 日か ら金曜日までの5日 間,

6時 か ら約1時 間のクラズに出席する

のです。朝早 く起 きるには,夜 早 く寝

さえすればよいのですか ら,論 理的に

はどうということはないはずです。 と

ころが,中 学3年 生から高校3年 生ま

での4年 間には,2回 の受験期がある

のです。学校か ら課題が出されること

もあ り,テ ス トの 日もあ り,部 活動 も

あり,受 験勉強もあった りで,そ う早

く寝 るわけにはいかない ことが多いの

です。それだけでな く,今 は世の中全

体が夜遅 く寝 るような生活パター ンに

なっていることもあると思い ます。で

すから,毎 日朝早 く起 きるということ

は,な かなか大変なことでした。

子供たちは,早 朝 セミナリーに出席

すると決心 してい ますか ら,な ん とし

て も起 きる意志があるのですが,そ の

意志 に反 して肉体は休息 と睡眠 を求 め

ているわけです。目覚 まし時計が鳴 っ



激⑦㌍`皐雄履?難母哨剴⑦
畢豊`2螺率4つ鶴盈(o彰目。4つ軍

6黙4琴翻?》縢尉亘(}詠好學2悔4

鶉士(りYセ`(きく字4つ峯募奎{[濠王膜[劉

虫Z博}つマ朔嶺i(∂一6手ミ身購古

4寧.`算撃浸2辿日罐(o×4-4(o…浮豊中

⑦辮煮翻日`團虫9}丹(‡与`2塗臨劉

⑦…万翌中終傷4i拝}壬(∂薯§字誰`写{獲

。4つ峯勲劉つ
､2酵象

傷4鴇壬`誰毎`}G尋21岳zk罪{9くぴ

穿妾。4つ峯o<字(箸マq鯨4をq罪塗2.諏

鱗壕饗阜⑦…ξ`鉱尉究署髪尋く鰐1纂(ρ

牲`2{(汐q母馨.窪211妾(へ2.G<4里コ1寅

翠1雅。吸(へ).G撃認〉).つ藁濠働4i静

士2を丁灯粒`零1軍。4つ率(盈遜2R2

(へ壕判剰･9味。4つ峯算f爵6マ翠協烈,

マ(へ勲⑦獲`2旧(o妾`}つ妾。4つ

累(へ留日(o老`ぞくへくへぎれ～享吾…Hgr2々

軍ユレ.巨。.兵詠⑦4蓄量2｢(へ尋･菩(1

(へくヘユG4健9'月『α狙濠専蓄マ4

`ア9妾`}c4つ聡¥2々醐蒼`}G4

G尋2聖塔暴･きq`(へ諏9尋くぴ!Y瞭2を

当蟹。認!y?(ヘユ6無馴弓2々(o吸令つ

G9縣4軍｣。4つ率q量究｢i認ツ

尋宰1粒)､レ町21鐸妾｣`劉(P老。4つ

季q量濠雌呈♪(Pマv4訴∠4つマ9f

諏鋳2々…耳爆1濠4:4ン}つつ'遡`}つ妾

。4つ峯【へ溜母q'(oマv4匹孟4算(ラ(勾

率2々¢f?忍響).つR…激羅濠4喬髪士
きら

量'(Σ4藁。4毒型髭一(o暴竈購日1`尋

寒ま葦¥⑦｢准。4つ峯つ用(へ笛濠劇呈♪(o

マv4訴孟測推`日?禦尋⊆T(P妾

。4つ季(ヘユ吾判剰
･濠q認寧勲

挫`味GGα塀ぞ2々9ア曾雲認>o暴

鉢濠蚤翻⑦象4訂}去`9§字諏つ需o累

21-6千ミ身`つ:2露卑鵜'去`日i彰

。4つ止

》量ぎ4⑦9<へR曾禦詠マ4影ロ∠(り…ε

4勲益母皐彙終琴普晶:¥:。4つユ勾2

9qRqつ劉}G魏翼o吾立⑦尋[爵

¥嘩ユR蝉マ2評粛濠畢費`2旧藤(∂

膨灯日冒岳阜く字つ`21(由ε辮劉臼く字

由ε藁中)M由1(o妾`ユつ妾。2コ9

<ヘマくへ鯨勲詠4群宰日阜尉箪⑦･¢婆1(o

者`味⑦くへつ謁`〉尋翠ゆ勲認率日味

ψ1髪黙4覇奈`〉尋詠勲認暴;呈⑦率日

準1(P(へ舗04つ詠92翠α量`味詠

。幸率てへ).てへ團阜マ4

G撃詳〉).導魯2塗腿率(0等瑳`)!1舶

躍濠騨¥k⑦宰日`終阜(o身蟄羅⑦躯皐

罐等罐⑦率日`払律老04つ季雰幽21

蟻齢

･乱
霧

類

曽帖
羅
累

勢
懸
灘

.讐

　

妙

鶴
騰
蕪

!醗尋ド輝

9ア管望味｢首婁尋9ア9qRくへつ婆1ユ

つ膨写{崩覇益。4つ峯6〈¢(孝〉ア罰21

獲`§字啄曇当(o豫(∂妾`2.つ21宜Rくへ

多嘩曾4轡(∂阜》象尋廓璽県襯21-6

ぞミを礁古。4つ峯(へ遅f翠1粒`R(へ

尋nq翠D尋演禦}蓄身終昇嚢昌綬禦

毒Y¥`9<¢ゑ詠。ゑ詠⑦曾4味).(へ

》算蟹コ爆!ソ3`阜究〉(ラG2縁〆ソ3

。ゑ詠⑦曾乖霊1'躍'確嫁塁勾｢9fつ峯

つ母一6ぞミを晦古｣。《〆吾季0禦終

(へi爵`9<享4つ峯皐).》罐219ア(汐妾

。4詠⑦?くへ}G諏2R:29(ヘマ｢?

4翠1マ24算(宰呈画暴験墨毒等灘｣

`詠⑦乖峯(へ}蓄罐}6身).律箪藍2塗ミ多礁

臼く¢劉4律峯…詠字鼻4i削r去翠1宴4｢匙

。4つ

累q).6湿霧0マ0翠1｢准`R詳Yくへ諏

9<字確ぞ!ソ尋04つ詠α魏草一⑦｢評

9ア(1q認o詳(〆qq霊れ孝令2惇9

q呈;〉<俊R｣歪くぴ晦i}つR塑ζ寧IY軍

`2接ア濠踵qr(o牲。4象止(04蓄集究9

宏認q尋く字騨ソ評4写1(o曾4昆粛日彰

62G2詠彰目04つ詠(盈認阜止。4

つ軍(商峰マ<字(へ尋寧4¢⑦qくへ§字卑4つ

21昆索ii雪薯評爲豪韓罐9<字)､G暫`雰

£↓》謝轟ユ謡Q乖(烈〉日彰勲ユつマ粒
o享弘⑦くへ鯨く¢腫阜!ソΩ》ユ(盈璃ぞ吸4

9妾準携4i削去`算(客暴0ア身螢男半マ

｢(憾認〉毒!ソ藁弘一6一呑ミ舞誰古誤1

健冬毒`詠(oくへ尋φ終暑逆翁勲昇曼藁

蟹髪｣04つ詠Oく轄P2尋踵{レ罪1ユ

つ究鷺軍(o膣`終.巨ユ(∂9量宰R99

認4つ星;煮毒一6一益ミ身匪古ユG翌塑

麟難

。獅
鱗
壬
鮭
ヱ

･
葦
著
判
章
含

⑦
T

。琿
害
×
〒嶺

･
笛
誉

､些
苫

田
蚤

･
笛
酸

､判
鱗
茜
劉
Ψ

･
葦

欺
0
牟
ヌ
絹
丁

。
靱
峯
2
田
酢

え6雰`(ラ46認輝虫(o撚字盲目粒

。4つ霧〆ソ吾翠算嫁2々皐遜翠1勲認

一6一呑ミ舞誰古`埠4つ累累}G量R

?(㌍24(勾4⑦曾4粒(語㎎3勲マ6ズロ

∠⑦琴縢`ユ峯算妾。4つ率q量ぞ2々

⑦q壕穿つ味く享?享量濠鶏副`を?認

⑦?吾撃曇=～2?算i蘇2塗鯨!y2ユつ9

3`(畔o･き}吾撃房難2鵬餌マ票箪

阜駈騨醐蚕。4つ季〈へ量2匹妾(へ9<字

219ぞ!Y劉`ユ算蟹詠一6子ミ身`2々

⑦管くへ}つ中事21駈聯醐蚕昌測裏4詠

覇蒼索:¥:。4つ率6諏2々4一訣嘩'咳妾

ぞ身尋2{万由;ε醜翌`Q尋軍翠聖纂蛋

04つ鉱去罫1妾くヘユ

つ6<禦{α割呂罪聖詠舜寮罪D.G:f21鴇

士`ユG諏重:終集蟹(P日郵04つ峯α

禦(きσ(へ§¢(へ笛(きへ=～(へ40令).吾【4

聲o>6(⑰。4つ詠q溜てへ(き6219R

!Y劉`翠1⑦1妾暫尋去饗(o`享4i静去〉身

}甲弘車踵目`⊃.G享2濠目くへ舗`中

q毒i>暴日o乖季q尋〉課終甲⑦日!ソ認

り!認ぞ?鯨2々冒H`OY2惇マぎq蔑味

駈聯覇蓋`α魅享輩昌尋季爵峯撃`α

諏〉つ訓･阜碧爲。享ユ9<¢冒62.爵藤

濠》弱董寧聖⑦q9σ。ゑユ(Pq【へ`つ

てへ腹舶味萱。ゑ峯(ヘユ(二鱈α装掌慢

。
.岳季くへ

}G舗4峯`(ヘユq4。ゑ寧皐旦2を百

謡一9嘩94つq9。〉･彰OI`つ2酵謡

一譜誤。4つ率o尋2な9:f,兵2霞母鶉

｢去ユqユ皐霞勲2聖宗鋼9味ぞ〉課誰毎

`翠を粒泓穿老。
,窪毒⑦q多終R2?くへ

}G舗046。>3婁M尋算脅皐酵味ユ

ユ∩甲(】裂=1-n羊ミZし孕

､1卑'm:β1ユ'麟



も,よ く伝 えることができて感謝 して

います。子供たち4人 が高校 を卒業 し

て,ほ ん とうによくわかった ことは,

あの年代がセ ミナ リーのプログラムを

通 じて福音を学び,自 分の証 を築 き上

げるうえで,ど れほど大切な時期 だっ

たか ということです。その時期に子供

たちは自分で証 を得て,真 に改宗 し始

めるのを,私 ははっきり知 りました。

そして,セ ミナ リーのプログラムで

信仰 を試 されるのは親だということも

わか りました。恐れずに,子 供に犠牲

を払わせる ことが大切だったのです。

自分で してみなければ子供はわか らな

い し,証 を得 ることができないか らで

す。それをできるように助け,支 える

のが親の責任 と思 います。

4番 目の子供はセ ミナリーの始 まる

最初 の日に,｢早 朝セ ミナ リーで4年

間,無 遅刻皆勤｣と い う目標 を立 てま

した。私が起 こす と,ど んなに眠 くて

もぱっと起 きました。頭 は眠 っていて

も,体 は反射的に起 き上がるのです。

最初の1年 間に,39度 以上の熱 を出

した日が3回 くらいあ りました。彼の

決心 は,4年 間無遅刻皆勤ですか ら,

なん とか助けたいのです。4時 半 に起

きて,寝 ている彼の熱を計 ります と,

39度2分 です。それで,体 を支えて起

こし,薬 を飲 ませました。5時 半 にも

う一度 熱 を計 ります と,38度5分 に

なっています。耳元で｢セ ミナ リー行

くのP｣と 尋ねます と｢う ん,行 く｣

と言い ます。 それで,暖 か くさせ車で

送 りました。熱があることはお くびに

も出さないで,レ ッス ンに参加 して帰

り,そ して学校は休み ました。 どの子

も,学 校 は休んで も,セ ミナ リーには

行 くという頑固さで した。言 うまでも

な く,別 にそんなにしてまで行かな く

て もいいのです。で も,本 人がそ うし

たいと言 うのですか ら,私 は助 けたい

と思い ました。 もう迷わないことに決

めてい ましたか ら。

もし,4年 間のセ ミナリーの期間に,

病気で入院すると,ど うしても欠席 し

なければな りませ んか ら,入 院す るの

な ら,そ の期間でないように と,3番

目の娘は祈っていました。その娘 も4

年 間皆勤の目標を果たし,4番 目の息

子 も,4年 間の最初の日に決 めた目標

を達成することができました。 それに

は,本 人たちの努力 だけでなく,主 の

み助 けがあった ことを知っています。

10年 間のセ ミナリーが終わって,と

てもうれ しく思 いました。苦 しかった

ので,そ して頑張ったので,そ の喜 び

もひ としおで した。 その間の高校合格

よ り大学合格 より,聖 句探 しの優勝 よ

り,私 に とって何 よりうれ しいのは,

その過程で子供が自分 自身で証 を得た

ことです。 これよりうれ しい ことはあ

りません。み言葉は行なってみて初 め

て真実 とわかる という証 を,子 供自身

が得たのです。やってみなけれ ば,い

つまで もわからないし,つ らいことを

避 けて歩 く人生では,い つ まで も主の

ことはわか らない と思います。やると

きには必ず苦 しみ と犠牲,努 力が,そ

れ もときには並々ならぬものが必要だ

と思います。で も,や ってみた ときに,

涙 とともに真実 とわかるのです。

セ ミナ リープログラムで熱心に学ぶ

かたがたには,必 ずみ守 りが あって,

証 という,ほ かの ものに代えがたい祝

福がいただけることを,心 から証 した

いと思います。(ほ った･さ ちこ ス

テーキ部扶助協会会長)

自分で実行してみて

4年 間無遅刻無欠席の早朝セミナリー

名古屋西ステーキ部御器所ワード部

堀田悟史

ぼ
く は4年 間 の｢早 朝 セ ミナ

リー｣を,と うとう無事に修了す
､

ることがで きました。 このセ ミナ リー

の中で,努 力や忍耐,聖 典 を学ぶ こと,

それ を継続することの大切 さ,聖 句の

意味 など多 くの事柄 を学び ました。で

も,そ れらの中でいちばん強 く感 じた

のは,戒 めは自分で実行 してみて初め

て真実だ とわか るとい うことです。

ヨハ ネ による福音 書第7章17節 に

｢神 のみこころを行お うと思う者であ

れば,だ れで も,わ たしの語 ってい る
おしえ

この教が神か らの ものか,そ れ とも,

わ たし自身から出た ものか,わ かるで

あろう｣と あ りますが,ほ ん とうにそ

うだと身 をもって感 じました。

4年 前 にセ ミナ リー を始 めるに当

たって,ぼ くはひ とつの決心 をしまし

た。 それ は,｢早 朝セ ミナ リー｣で4

年間1日 も休 まず,遅 刻 しない とい う

決心でした。 この 目標 φ根底 にあった

ものは｢褒 美 を得 るために勉め励むの

は必要 なことである｣(モ ーサヤ4:

27)と｢求 めよ,そ うすれば,与 えら

れるであろう｣(マ タイ7:7)の ふ

たつの聖句でした。そして今 までやっ

てきて,こ のふたつの聖句 の意味がわ

か りました。

最初の聖句では,初 めは｢褒 美｣を

求 めていましたが,セ ミナ リーの勉強

を続 け るうちに,自 分 の得た ものが

｢褒 美｣よ りもはるか に大 きい ことに

気づ きました。つ まり｢褒 美｣を 最後

に得ることそのものがすばらしいので

はな く,動 機は何 であ ろうと｢勉 め励

む｣と い うことがすばらしいのだ とわ

か りました。

ふたつ目の聖句 では,そ の求 めるも

のが神様 のみ こころにかなっていれば,

どんなものであろうと与 えられるとい

うことがわか りました。 もしよい こと

を求めているのに与 えられなかった と

い う人がいて も,自 分の信仰 が薄いか

らだとか思わないで ください。 それに .

は必ず何か理 由が あ り,最 後 にはよ

かった と思 う時が必ず きます。

神様 のみこころは ときには人間には

理解で きない場合 もあります。 しかし｢

結 果が どうであれ,自 分 に対 して どれ

だけ努力 したかによって神様 は判 断さ

れます。人間からもらう褒美はときに

は不公平 なことがあっても,神 様 から

もらう褒美は絶対 に公平です。 このこ

とをしっか りと心に留め,こ れか らも

頑張 ってい きたい と思 います。(ほ っ

た･さ とし ワー ド部 日曜学校13コ ー

ス教師)
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とにか く私たちは伝道に出られるか検

討 してみることにしました。

人工 内耳 には,サ ウン ドプ ロセ ッ

サー(音 調の処理装置),オ ーディ ト

リーケーブル(フ ックとマイクをつな

ぐケーブル),イ ヤフックマイクロホ

ン(集 音部)な どの外部装置が必要で

す。 これ らの装置は ときどき調整 しな

けれ ばな りません。妻 は予備 のオー

ディ トリーケーブル とイヤ フックマイ

クロホンは持っています。 しか し,1

万5,000ド ル(1984年 当 時)も す るサ

ウンドプロセ ッサーは持 っていませ ん

でした。 もし,も う1個 サ ウン ドプロ

セッサーがあれ ば,ど こかが故障 して

も,そ れを修理 に出してい る間,不 自

由しないで済みます。

ローガンに住んでいる時 これらの装

置に問題が起 きると,私 た ちはす ぐに

82マ イル(130キ ロ)離 れたユ タ大学

医療セ ンターへ行 き,修 理 してもらわ

なければなりませんで した。この新 し

い医療処置 と装置に関 して重要な働 き

をするのは,オ ーディオロジス ト(聴

力調整士)で す。 この装置について専

門の訓練を受けた技師は日本 にはいま

せん。 こうした状況の下で遠 く離れた

外国に行 くのは,彼 女に とってあま り

魅力あることで はあ りませんで した。

私 はこの ような考えが浮かびました。

｢も う使 われていない中古 のサ ウン ド

プロセ ッサーが どこか にないだろ う

か｣と 。 しか しそれか ら2日 とたたな

いうちに,私 たちは友人か らもうひ と

つのサウン ドプロセ ッサーを手 に入れ

ることがで きたのです。 しか も,無 料

でです。それか らというもの,妻 は と

ても元気 にな りました。 みた まが彼女

に働 きかけてい るのがわか りました。

それまで彼女は日本へ行 くことについ

て決 して｢行 きた くない｣と は言いま

せんで した。ただ｢行 きたい｣と も言

いませんで した。しかし,あ の ような

不思議な方法でサウンドプロセ ッサー

を入手 してか らは,ど の道を進むべ き

かについて私たちの心に何の迷いもあ

りませんで した。主が私たち と周 りの

人々を祝福 し,導 かれたのです。その

後,私 たちは監督か ら面接 を受 け,主

が私たちを召される所 へ喜んで行 くこ

とを示す書類 を作成 し,提 出しました。

さらに彼女の装置の調整をしている会

社 の人 が こう申し出て くれ ました。

｢ご 出発前 に
,あ なたの装置 をよく検

査 いた しましょう。｣予 備のサウ ンド

プロセッサー についても,彼 女の聴力

に合わせて検査調整 して くれ ました。

◆大阪伝道部への召し

大阪伝道部への召しが来ました。以

前私が伝道した地域に大阪は入ってい

ませんでした。1950年,私 はまず東京
おぎくぼ

の荻窪で伝道しました。それから北海
お たる むうらん

道の札幌,小 樽,室 蘭 に赴任 しました。
かねつなひで お

私 とハ ワイ出身の金綱英雄長老 は室蘭

で伝道 した最初の宣教師でした。それ

か ら福岡へ行 き,次 に石川県の金沢 と

小松へ行きました。3年 間の伝道が終

わ ると,ユ タ州のガニ ソンにある自宅

に戻 りました。

しか し,私 には大阪 とひとつかかわ

りがあ りました。 日本で最初の晩 を過

ごしたのが大阪だったのです。伝道 に

出 る5年 前,私 は合衆国陸軍にい まし

た。.第二次世界大戦が終結 した10日 後,

私 を乗せた軍の船は機雷 の仕掛 けられ

ていない航路 を経由して,和 歌山県の

田辺沖 を通 りました。私は田辺 と大阪

の間の どこかで船 を降 り,何 キロか歩

き,ま だ走 ることので きる列車 に乗 り,

大 阪まで行 きました。その最初の晩 は,

焼 け落ちた建物の コンク リー トの床 に

寝 ました。それはカ トリック教会 が運

営す る学校 だった そうです。 コンク

リー トの骨組 みだけが残 り,そ のほか

はすべて焼失 していました。それは2

階 か3階 建ての建物で した。 その地域

ではほかの建物 もみな,全 焼 していま

した。 コンクリー トの土台だけが家の

あった場所 を示 してい ました。住宅の

焼 け跡から集 められた,が れきや残が

いが山積 みにされてい ました。 このた

くさんの山には,棒 切れのような細長

い板が立 てられてお り;そ の板には文

字が書 いてあ りました。 そ こで亡 く

なった方の名前だ とい うことで した。

大阪に滞在 したのは,ひ と晩だけで

した。翌朝,私 たちは大阪発姫路行 き

の列車に乗 りましたが,真 夜 中になっ

て も到着 しませんでした。そのような

短距離にしては,時 間がかか りすぎま

した。振 り返 ってみると,当 時の交通

聖徒 の道/1995年2月 号
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機関 は戦争の被害が もた らした最悪の

状況 にあったのです。｢あ の時乗 った

列車の機関士や彼の家族 に会えた らな

あ｣と いう思いが今 も心 に浮かびます。

過 ぎ去った 日々の ことを話 し,彼 らに

福音 を伝 えたいのです。

◆田辺で40回 目の結婚記念日

マ ンク姉妹 とともに大阪に着いた後,

初 めての伝道地,田 辺へやって来まし

た。1年 たちましたが,私 たちはまだ

同 じ所 にいます。 ここは｢み かん天

国｣で,私 たち はここでみかんのシー

ズンを2回 過 ごす ことになります。私

たちはここが気に入 ってお り,ご この

人々が大好 きです。 この地の会員たち

はすばらしい模範 を示 して くれ ます。

妻 は支部 の伴奏者 をしています。彼

女』ま,ま だ耳が聞 こえる若いころにピ

アノを習いました。今 はオクターブの

違い はわか りますが,ひ とつの音符 と

次の音符,た とえば｢シ｣と｢ド｣が

聞き分けられません。ですから暗譜 し

て弾いているのです。 もし音 を間違 っ

ても本人 にはわか りません。 しかし,

支 部の会員たちはとても思いや りがあ

り,理 解 を示 して くれます。 ここにす

ばらしい会員がいるおかげで,彼 女 は

とて もうまくやっています。.

妻 は,私 が1946年 に銀座 で買った 日

本製の絹で,自 分のウエディング ドレ

スを作 りました。私たちは昨年5月 に

ここ田辺で,40回 目の結婚記念 日を祝

いました。子供たち も孫たちもいない,

静 かな記念 日でした。私たちには息子

と娘がふた りずついます。孫 は8人 お

り,そ の うち7人 は健 在ですが,マ

リーは天に召され ました。きっと私た

ちのために道を備 えて くれているので

しょう。

私たちは天父 と私たちの救い主,イ

エス･キ リス トを愛 しています。 日本

に滞在 し,私 たちの証 を日本人 に伝 え

ることができることを特権 だと感 じて

い ます。天父は生 きておいでにな りま

す。私たちの救 い主イエス･キ リス ト

も生 きていらづ しゃいます。私 たちは,

地上 のすべての人々が この知識 を得 る

とい う祝福 にあずか り,そ れに従って

生活で きるよ う願 っています。(ロ ー

ガ ン･ユ タ第18ワ ー ド部出身)
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もし汝 ら正 しく道 を歩み;汝 らの互い
おぼ

に結びたる誓約 を憶 えなば,何 事 も結

局 は好都合 となるべし。｣(教 義 と聖約

90:24)

その聖句 を見つ け,熱 心 に求 めれば

きっともっ とよい場所 を見いだす こと

がで きると確信 しました。

それか ら,数 日後に新 しい建物が見

つかった との連絡 を受 け,す ぐに見に

行 きました。その建物 を見て私はびっ

くりしてしまいました。なぜな ら,そ

の建物 は駅 のロータリーの一角にある

のです。

前の場所 よりももっ と駅 に近 く,五

井駅か ら歩 いて1分 。駅のホームにい

る人の顔が見 えるほど近かったのです。

私たちががっか りしていた ら,そ の建

物 もす ぐにほかの人が借 りていただろ

うと思います。

主 はいつ も私たちを見ておられ,私

たちが必要 とするものをご存 じなので

す。そ して,こ れ らの経験から,私 た
はかり

ちの秤で満足 していると,も っと大切

なもの を見逃 してしまうことを知 りま

した。神様が与 えて くださったチャン

スはす ぐに行動 しない とそれを逃が し

てしまうこと,ま たチャレンジを果た

す ときに,そ の祝福 はもう一歩先 にあ

ることが多い ことも知 りました。
たすけ

それか ら,細 谷 佐 ステー キ部 長,

青柳弘一地 区代表な ど建築宣教師の経

験のある指導者 により,支 部 の兄弟姉

妹が一致 して,建 物の改造 に力 を注い

で くれ ました。 そのおかげで,と ても

気持ちのよい りっぱな礼拝堂 とクラス

ルームができました。 その後,バ プテ

スマ も増え,宣 教師 も増えて,兄 弟姉

妹たちはます ます頑張 っています。市

原支部 は,現 在出席者数が40人 ほどの

支部ですが,す ぐに大 きなワー ド部に

なる日が来 ると確信 しています。なぜ

なら,そ の力 を持った人々が今 ここに

いて,そ のために力を注いで くれてい

るか らです。

主は必要な時に,必 要な人を送って

くだ さり,必 要なものを用意 して くだ

さることを知 りました。それ を手にす

るか どうかは,そ れぞれの人の頑張 り

と主が備 えて くださっているものに気

づ くか どうかにかかっているのだと思

います。

私 の子供 は,き ょう も大好 きなJ

リーグの替 え歌 を歌 っています。それ

は,今 の私たちにぴった りの歌だ と思

います。｢オ ー レー,オ レ,オ レ,オ

レー,今 がチ ャンス。今がチャンス｣

(たんだ･た かふみ 支部長)

真実の教会へ

導かれて

東京東ステーキ部

市原支部

山庄亜樹

めて神様とお話ししたのは小学

初 校1年 生の ころだった と思いま
す。私の家は,両 親が共働 きだったこ

ともあって,い つ も夜は妹 とふた りっ

きりで した。｢寂 しい｣`と い う気持 ち

よりも,｢妹 を守 らな くちゃ｣と いう

気持 ちの方が強 く,い つ も大人 に気 を

遣っていたように思 います。そんな私

が,神 様 のことを信 じ,も っとよ く知

りたいと思 うようになったのは,自 然

なことだった のか もしれません。｢大

好 きな友達 と,明 日も一緒 に帰れ ます

ように｣と か,｢お や つのケーキが お

いしく食 べられますように｣な ど,'幼

い ころの祈 りは,単 純でささいな もの

で したが,ほ ん とうに純粋で一生懸命

で した。そして,願 いがかなえられた

日の夜 はうれし くて,｢神 様,あ りが

とう｣と 何度 も繰 り返 し祈 ったことは,

今 で もはっき りと覚えています。

それか ら15年 ほどたって,ふ た りの

姉妹宣教師に出会いました。私はこれ

まで,い つか は自分にぴった りの教会

を見つけてバプテスマを受 け,ほ ん と

うのク リスチャンにな りたいといつ も

思っていました。で もた くさんあ りす

ぎて,ど の教会.に入った らいいのか判

断す ることがで きませんでした。せめ

て聖書を読んでみたい という気持ちに

な り,本 屋へ買いに行 った こともあり

ます。でも結局買 うことはできません

で した。 どの訳の聖書を読んだ らいい

聖徒の道/1995年2月 号
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のか,や っぱ りわからなかったか らで

す。幼いころか ら読むんだった ら本物

の聖書,入 るんだった ら真実の教会,

と決めてい ました。家の近 くにもい く

つかの教会があったのですが,も し間

違 っていた ら,と 思 うと怖 くて行 くこ

ともで きませんで した。そんな時,宣

教師 と出会 ったのです。伝道の書第3

章1節 には｢す べてのわざには時があ

る｣と あ ります。私 にとって,ま さに

｢そ の時｣が や って来たのです。

当時私 は仕事が忙 し く,夜10時 過 ぎ.

まで残業 をし,家 に帰 ると12時 近 くと

い う毎 日を送 っていました。 しか し偶

然に も,宣 教師 との出会いか ら2日 後

にほかの部署への異動が決 まりました。

そこは残業の一切 ない所でした。私は

空いた時間で毎 日のように教会へ通い,

宣 教師か らお話 を聞 くことができまし

た。また,初 めて｢知 恵の言葉｣の 戒め

を聞いた時,び っくりしました。ほ と

んどが守れている状態だったか らです。

お祈 りについて学んだ時,今 まで私が

小 さい ころか らしていた ことが正 し

かったことを知 りました。 その時,神

様 は確かにいらっしゃるということが

はっきりとわか りました。 そのほかに

もほん とうにた くさんのよい偶然が重

なって,1カ 月後に私 はバ プテスマ を

受 けました。神様は とうとう私を,真

実の教会へ と導いて くださったのです。

教会員 となってか らは,と にか く神

様 について もっ とよく知 りたい とい う

気持ちでいっぱいで した。学ぶ ことす

べてが新鮮で,今 までの漠然 とした信

仰が はっきりと現実のもの となってい
あかし

き,ま す ます証が強められ ました。そ

してた くさんの教会員 に助 けられ励 ま

されなが ら,楽 しく3年 間を過 ごして

きました。

昨年 の3月 に市原支部が設立 され,

私 はステーキ部 の中でいちばん大 きな

ワー ド部か ら,い ちばん小 さな支部へ

と移って来 ました。少 し寂 しい気持ち

もしましたが,こ れ も神様の計画の一

部 なのだ と素直 に受 け入れ ることがで

きました。分割する1年 も前か ら,会

員の家でたびたび食事会 を開いた りし

て集 まっていたせいか,み んなが一致

していて,と てもアッ トホームです。

支部全体がひ とつの家族 のように,お
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霊的なおみやげで胸いっぱいにして

東京北ステーキ部｢伝 道ウイーク｣プ ログラム

東京北ステーキ部川越ワード部

水野裕夫

京北ステーキ部では,伝 道のス

東 ピリッ トを高め,資 格ある若人
が伝道 に進んで出 る決心をす るのを助

けるため,過 去10数 年 間,毎 年8月 に

1週 間｢伝 道ウイーク｣と いうプログ

ラムを実施 してきました。

これは東京北伝道部の協力の下に,

ス テーキ部 内の若人 が｢伝 道 ウイー

ク｣の 期間中,特 別宣教師に召され専

任宣教師 とともに生活 をし,伝 道 を実

際に経験するプログラムです。

過去東京北ステーキ部よ り召された

多 くの専任宣教師 は,こ の｢伝 道 ウ

イーク｣で 得た霊的経験 によって伝道

に出る決心をしています。

ステー キ部長会 の指 導の下 に,ス

テーキ部伝道部長会が このプログラム

を推進 します。綿密な計画の下に参加

したすべての兄弟姉妹が｢伝 道 ウイー

ク｣に 向けて自分 を訓練 し,準 備 して

いけるよう配慮 されています。

毎年1月 から2月 には,各 ワー ド部

の有資格者の リス トア ップがなされ,

それ以後毎月彼 らに対 し,伝 道に対す

るスピリッ トを高 めるプログラムが計

画されています。

4月 ごろ,ワ ー ド部監督によって有

資格者への励 ましの面接。監督の面接

が全員終わった ころ,ス テーキ部伝道

部長会が各ワー ド部を訪問,有 資格者

と個別に会い,必 要な助け と励 ましを

与え｢伝 道ウイーク｣へ の参加を奨励

します。

6月 には,ス テーキ部主催で伝道に

関心のあるすべての人々を対象にした

ファイヤサイ ド｢ア ンモンの塾｣が 開
あかし

かれます。 ここでは帰還宣教師の証,

過去の｢伝 道 ウイーク｣参 加者の証,

伝道のスピリッ トを高める音楽プログ

ラム,参 加者 グループ によるデ ィス

醸
驚
繍
無
籍

炉

灘
鉱

8月14日 から1週 間にわたって行なわれた｢伝 道ウイーク｣プ ログラム(上)

ミニMTCで 熱心に学｣ぶ特別宣教師たち(下)

囲韓

綴∵舵
.ノ

愚 噂

搬 ボ 苧 警
再 藩飾 鷹 町

`㌣

肇
1齢

蓬

齢

鞠r
カ ッションな ど,伝 道の大切 さ,す ば

らしさが アピールされます。

7月 になる と,ス テーキ部伝道部長
せいさんかい

会は,各 ワー ド部 の聖餐会に招待 され

過去の｢伝 道ウイーク｣の 成功例,霊

的経験,喜 びなどを証 します。

そして7月 下旬,参 加希望者 は,監

督 との面接によって推薦 されます。監

督の推薦状は,東 京北伝道部伝道部長

に渡 され任地が決められます。ステー

キ部伝道部長会か らは7月 末か ら8月

上旬に,直 接各参加希望者に対 して,宣

教師 としての霊的準備や心構 えな どの

ア ドバイスを記 した文書が送 られます。

｢伝 道 ウイーク｣ス ター トの1週 間

前,各 個人にあて,任 地 の連絡がなさ

響 舞

r

魂､
藁

郵'

鷺
霧
ー

灘鐘

夢ー

軸㎜蓬
肝

臨

錠
蓋

　1

趨螺
･轄･

塾Lご
れ ます。ワー ド部 によっては,こ の 日

参加者全員 とその両親 を招待 し,ワ ー

ド部特別伝道ファイヤサイ ドが開かれ,

監 督よ り任地を知 らせ る所 もあ ります。

昨年の｢伝 道 ウイー ク｣は8月14日

か ら21日 までの1週 間で した。伝道期

間 は各個人の都合 によ り本人の希望で

決めることができます。そして,既 婚

者 を含む過去最高の40人 の参加が あり

ました。

｢伝 道 ウイーク｣初 日の8月14日 日

曜 日は全員が伝道本部 に集 まり,特 別
あんしゆ

宣教師 としての按手を受け,聖 餐会を

含む ミニMTC(宣 教師訓練セン

ター)が 開設されました。 ここでは東

京北伝道部長会,ス テーキ部長会,ス
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かな くてもいい よ｣,と 言 うのを聞きま

した。 もう少 ししか人生がないのだか

ら,も ういい と思っているので しょう

か。やは り,死 はすべての終わ りだと

思 っているのでしょうか。 しかし私 に

は｢人 が もし死 ね ば,ま た生 きるで

しょうか｣(ヨ ブ14:14)と の問 いに
あかし

答 えられるほどの強い証 はありません

でした。

｢人 は死んで もまた生 きる｣と い う

強い証 を得た くて,聖 典 や｢聖 徒 の

道｣を 祈 り求めなが ら読んでいた時,

指導者が引用 したある手紙が 目に留 ま

りました。私 はその手紙 を書いた兄弟

の信仰に感動 し,毎 日何度 も読み返 し

ました。 その手紙 は,自 分の死 を予感

し戦場から愛す る妻へあてて書かれた

ものです。｢… …私の死 を悲 しまない

で くだ さい。私 は行 ってあなたを待 っ

ていると思 って ください。 もう一度会

えるからです。｣(ト ーマス･S･モ ン

ソン 『平和への道』｢聖 徒 の道｣1994

年7月 号,p.65)

ほん とうにもう一度会えるので しょ

うか。私は彼の深い信仰に励 まされ,

｢も う一度会 えないな ら,私 が もう一

度生 きられないなら,私 の存在 は無に

等 しい。 そんな ことが あるはずはな

い｣と いう信仰 を持 って,強 く神様に

祈 り求めました。そしてその時,神 様

は私 の祈 りにこたえて くだ さったので

す。私 は心か ら,死 は決 して終わ りで

はな く,人 はまた必 ず生 きて愛す る

人々 とともに永遠 に住む ことがで きる

こと,そ してこの喜びの道を天父 とイ

エス･キ リス トが備 えて くださった こ

とを知 りました。天父の深い愛 を感 じ,
あがな

イエス･キ リス トの蹟いの意味が,ま

た少 し理解できました。

この証 を得てから,私 はもっと伝道

をした い,人 々に この喜 びの福音 を

知って もらいたい と以前 より強 く思 う

ようにな りました。伝道 は喜 びです。

一緒 に働 いた4人 の同僚 に心か らの愛

と感謝 を述べたい と思います。私は天

父 とイエス･キ リス トを心か ら愛する

気持 ちでいっぱいです。私 をほん とう

の幸福へ と導いて くれた大切な福音 を,

これからも大切 な人々 と分かち合って

いきたい と思 います。(た かは し･あ

ゆみ ステーキ部若い女性書記)

みたまに心 を

満たされ

東京北ステーキ部

川越ワード部

水野薫

伝導黙欝鐙諜弩
いて考 えてい ました。私 も伝道に出る

べ きかどうか悩んでいたのです。6月

ごろに来 た兄か らの手紙の中に｢『 伝

道 ウイーク』に参加す るように｣と い

うメッセージが書いてあ り,自 分 自身

で よく祈 り,考 えてから,や は り行 こ

うと思い,今 回の｢伝 道ウイーク｣に

参加 しました。

私が参加 した期間は5日 間だけで し

たが,こ の5日 間 は私にとって,と て

も貴重な経験で した。た った5日 間で

したが,こ の5日 間で,伝 道の業 は,

ほ んとうにすばらしい主の偉大な み業

であることを知 りました。

伝道は,初 めての経験だったので,

慣 れないことが多 く,体 はとって も疲

れていましたが,い つ もみた まが私の

心 を満たして くれていたので,私 は ど

んなに疲れていて も,や る気いっぱい

で した。

伝道中の私 は,ま るで別人のようで

した。伝道を通 して,私 の信仰 はさら

に強め られ,私 と神様の きずなが さら

に深 まったように思います。

今私 は,短 い間で したが,主 のみ業

に携われた ことに心か ら感謝 していま

す。(み ずの･か おり ワー ド部初等

協会教師)

■

.1

役員の異動

怨
む
c==つ ○

○

1994年11月8日 か ら11月28日 までに管

理本部会員統計記録課 に通知のあった

役員の異動(敬 称略)

ち とせ え にわ

●札幌ステーキ部千歳恵庭支部

新支部長:村 中俊一

(前任者:菅 原英二)

●札幌伝道部釧路地方部釧路支部

新支部長:新 田修

(前任者:平 岩範夫)

●名古屋伝道部福井地方部福井第1支

部

新支部長:吉 田達弥

(前任者:渡 辺健)

●大阪ステーキ部阿倍野ワード部

新監督:坂 本正樹

(前任者:小 村明)

●岡山伝道部松山地方部高知支部
たけし

新支部長:原 健

(前任者:刈 谷真爾)

●福岡伝道部鹿児島地方部宮崎支部

新支部長:黒 木三千夫

(前任者:DenbisCurtPetersen)

●おわび と訂正

1994年12月 号 ローカル11ペ ージで,

大 阪東ステーキ部が神戸伝道部の担当

地 区内にありましたが,こ れは大阪伝

道部の誤 りです。おわび して訂正いた

します。

O'､ ヘ
へ

。 ○ ＼7
0

0

*12月 は 日本人宣 教師訓練 セ ンター

(JMTC)が 開 かれ なか ったた め,

新 しく召 された宣教師の紹介 はあ りま

せん。

聖徒 の道/1995年2月 号
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